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１．適用範囲

本書は、２３０１形オートリレーテスタ（ＡＳＴ－２１００）（以下 ２３０１形と称す）の

仕様及び取扱説明について適用します。

２．概 要

最近の傾向として継電器の複雑化に伴い、試験方法の煩雑化が進み、試験器を扱う技術が要求

されます。また､継電器の型名により、試験管理点が異なり継電器のマニュアルなしでは、

試験出来ないのが現状で、試験終了後のデータ作成が､試験以上に時間を費やす要因でした。

そこで、継電器メーカであるオムロン㈱と、試験器メーカである㈱ムサシ電機計器Ｓ／Ｓの
共同開発により次世代を目指す継電器試験器の開発を行い、試験方法の改革を推進します。

主な特長としては、① アドバンスト継電器（ＯＣＲ）の試験が、２３０１形で可能となりま

した。（従来の継電器もＭＡＮＵＡＬ操作で対応。）

② トリップコードなしでも試験可能です。（ＡＵＴＯ試験時）

③ 定電流回路を採用することにより、負荷インピーダンスに関係なく
スムーズに電流設定が行えます。

④ 試験をスタートすると、試験手順に従い継電器の動作電流試験、動作

時間試験を自動で行います。

⑤ 試験終了後、継電器の良否を自動で判別し、試験成績表を作成します。

（ＡＵＴＯ試験時）

などが上げられます。

３．仕 様

3.1 使用電源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ

最大消費電力 約１．５ｋＶＡ

3.2 定電流出力

3.2.1 電流定格 ＡＣ ０～５０Ａ

3.2.2 出力設定範囲 50Aﾚﾝｼﾞ ＡＣ ０～５０．０Ａ （０．０５Ａｽﾃｯﾌﾟ）

10Aﾚﾝｼﾞ ＡＣ ０～１０．００Ａ（０．０１Ａｽﾃｯﾌﾟ）

3.2.3 定格容量 50Aﾚﾝｼﾞ ７５０ＶＡ（本体出力端子に於いて）［０．２５Ω負荷］

10Aﾚﾝｼﾞ １００ＶＡ（ 〃 ）［１Ω負荷］

3.2.4 電流設定精度 各定格電流レンジの±１％ＦＳ±１digit以下

3.2.5 時間定格 ３０Ａ未満：１０秒以内（全負荷時）

３０Ａ以上： ２秒以内（全負荷時）

3.2.6 電流安定度 各定格電流レンジの±１％ＦＳ

3.2.7 温度安定度 各定格電流レンジの±１％ＦＳ（０～４０℃）

3.2.8 電流応答性 ０→設定値の８０％ ２０ｍｓｅｃ以下

3.2.9 周波数 ５０／６０Ｈｚ（ＰＬＬ (Phase-Looked Roop)方式による）
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3.2.10 電流出力歪率 10Aﾚﾝｼﾞ ３％以下（抵抗負荷にて ２Ａ以上）

50Aﾚﾝｼﾞ ２％以下（抵抗負荷にて ５Ａ以上）

3.2.11 内部保護 定電圧（端子出力電圧１５Ｖ）垂下特性（自動復帰）

温度保護（半導体温度８０℃±５℃以上）で出力遮断（自動復帰）

3.2.12 耐電圧 ＡＣ５００Ｖ １分間（入出力端子－ケース間）

3.2.13 絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖメガーにて １０ＭΩ以上（入出力端子－ケース間）

3.3 表示部

3.3.1 ディスプレイ

(1)構 成 ドットマトリックス 液晶表示モジュール

バックライト付き（ＬＥＤ方式）

(2)表示桁 ４０桁・４行

(3)表示文字寸法 横 ２．８ｍｍ×縦 ４．９ｍｍ （５×７ドット）

(4)輝度調整 パネル面のコントラスト（ボリューム）にて調整

3.3.2 電流計測部

(1)測定方式 実効値計測（ＲＭＳ変換後、Ｖ／Ｆ変換）

(2)測定レンジ １０／５０Ａ

(3)測定精度 各定格レンジの±１％±１ｄｉｇｉｔ以内

3.3.3 時限計測部

(1)表示 ６桁 最大［９９９．９９９］

(2)測定範囲 時間測定 ：９９９．９９９ｓｅｃ

(3)分解能 １ｍｓｅｃ

(4)測定確度 表示値（ｒｄｇ）の±１０ｍｓｅｃ±１ｄｉｇｉｔ

(5)接点入力 無電圧 ＭＡＫＥ・ＢＲＥＡＫ接点自動検出

有電圧 ＡＣ１０［Ｍｉｎ．］～２００Ｖ［Ｍａｘ．］

ＤＣ１０［Ｍｉｎ．］～３００Ｖ［Ｍａｘ．］

(6)内部保護 過電圧保護

3.3.4 バックアップ機能

(1)バックアップ時間 電源遮断後１分間ディスプレイに表示

3.4 プリンター部

3.4.1 印字方式 感熱シリアルドット方式

3.4.2 印字桁数 ４０桁（９×７ﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｯｸｽ）

3.4.3 有効印字幅 ８９．６ｍｍ

3.4.4 印字速度 ３７．５ｃｐｓ
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3.5 付属品一覧

3.5.1 電源コード（２５φ） 1.25mm 約３ｍ １本２

3.5.2 トリップコード（２０φ） 0.75mm 約５ｍ １本２

3.5.3 ＲＳ２３２Ｃコード 約３ｍ １本

3.5.4 電流出力コード（Ｒ相） 赤 8.0 mm 約５ｍ １本２

3.5.5 電流出力コード（Ｔ相） 白 8.0 mm 約５ｍ １本２

3.5.6 電流出力コード（ＣＯＭ）黒 8.0 mm 約５ｍ １本２

3.5.7 接地コード 緑 0.75mm 約３ｍ １本２

3.5.8 記録紙（感熱紙幅 １１２ｍｍ×２５ｍ） ３巻

3.5.9 仕様及び取扱説明書（合格証込み） １部

3.5.10 保証書 １部
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3.6 外形寸法・質量

注意：①を押すことにより、取っ手の角度が変わります。

3.6.1 外形寸法 ◎突起物含まず

４５８±５（Ｗ）×２５５±５（Ｄ）×３８７±５（Ｈ）ｍｍ

◎突起物含む（取っ手を含む）

５１６±５（Ｗ）×３２７±５（Ｄ）×５０５±５（Ｈ）ｍｍ

◎突起物含む（取っ手を含まず）

４５８±５（Ｗ）×２７０±５（Ｄ）×４０４±５（Ｈ）ｍｍ

3.6.2 質 量 ２６ｋｇ±１ｋｇ （本体質量）

３ｋｇ±０．５ｋｇ（付属品質量）

3.7 使用環境

3.7.1 温 度 ０～４０℃

3.7.2 湿 度 １０～８５％ＲＨ（但し結露しないこと。）

3.7.3 場 所 屋内（水漏れのないこと、可燃性、腐食性ガスのないこと。）
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４．各部の名称と動作

4.1 各部の名称と動作

①ＰＯＷＥＲスイッチ ２３０１形の電源スイッチです。

(電源)

②ＰＯＷＥＲコネクタ 電源コードを接続し、２３０１形にＡＣ１００±１０Ｖ（５０

(AC100V IN) ／６０Ｈｚ）を供給します。（定格容量は、約１．５ｋＶＡです。）

③ＧＮＤ端子 ２３０１形の筺体を接地する時に、接地コードを接続し、接地します。

（接地）

④周波数切換え 定電流出力の周波数（５０／６０Ｈｚ）を切換えるスイッチです。

スイッチ 注意：電源の周波数に関係なく周波数を切換えることができます。

⑤ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ２３２Ｃコードを接続し、継電器（オムロン製ＡＤＲ継電器）の

コネクタ 設定情報を２３０１形に取り込みます。
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⑥ＴＲＩＰコネクタ トリップコードを接続し、継電器の接点動作を２３０１形に取り込む

(ﾄﾘｯﾌﾟ) コネクタです。

⑦定電流出力端子 各端子に電流出力コードを接続し、試験物に電流を流します。

(R相･COM･T相)

⑧Ｒ相Ｔ相電流切換え スイッチをＲ相側に設定すると、Ｒ相とＣＯＭ間に定電流出力をします。

スイッチ また、Ｔ相側に設定すると、Ｔ相とＣＯＭ間に定電流出力をします。

⑨ＣＯＮＴＲＡＳＴ 右に回せば表示が濃くなり、左に回せば薄くなります。ディスプレイが

(ｺﾝﾄﾗｽﾄ) 見やすくなる様に濃度を調整します。

⑩プリンターカバー プリンターを保護します。また、記録紙の交換を行う場合に、開閉ツマ

ミを引き上げ、記録紙の交換を行います。

⑪記録紙吐き出し口 記録紙を吐き出します。

⑫ディスプレイ 設定情報・試験状態を表示します。

⑬［ＦＥＥＤキー］ プリンタの紙送りをする時に使用します。

(ﾌｨｰﾄﾞｷｰ)

⑭［ＢＡＣＫキー］ ディスプレイに表示される【画面】を１画面前に戻す時に使用します。

(ﾊﾞｯｸｷｰ)

⑮［ＳＫＩＰキー］ ディスプレイに表示される【画面】を１画面先送りする時に使用します。

(ｽｷｯﾌﾟｷｰ)

⑯［ 移動キー］ ディスプレイに表示される矢印及びカーソルブリンクを移動します。・

(ｶｰｿﾙｷｰ)

⑰ロータリー ディスプレイの表示内容に従い、データの変更を行う時に使用します。

エンコーダ また、ＭＡＮＵＡＬ試験の限時電流動作試験時の試験電流増加に使用し

ます。

⑱［ＳＴＯＰキー］ 試験を中断するスイッチです。

(ｽﾄｯﾌﾟｷｰ) 注意：ＡＵＴＯ試験時は、【初期画面】に戻ります。

⑲［ＳＴＡＲＴキー］ 試験を開始させるスイッチです。

(ｽﾀｰﾄｷｰ)

⑳［ＳＥＴキー］ ディスプレイの表示内容でよければ、この［キー］を押すことにより次

(ｾｯﾄｷｰ) の操作に移行します。
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4.2 記録紙の交換

4.2.1 プリンターカバーにある開閉ツマミを引っ張り、カバーを開けます。

4.2.2 記録紙の先端を山形にカットし、記録紙貫通棒を通します。

4.2.3 記録紙の先端を記録紙差し込み口に軽く押し込みます。

4.2.4 記録紙先端がプリンターヘッドより５～１０ｃｍ出るまで、［ＦＥＥＤキー］を押し

続け、記録紙を引き出します。

4.2.5 記録紙の先端を記録紙吐き出し口の裏側から通します。

4.2.6 記録紙をホルダーに押し込むようにセットします。

4.2.7 プリンターカバーを閉じて終了です。

【記録紙の装着例】

誤った装着 正しい装着× ○

記録紙貫通棒

記録紙

開閉ツマミ

プリンターカバー

ホルダー

（3）記録紙差込み口

（4）プリンターヘッド

（1）

（5）記録紙吐き出し口

（2）

黒いプレートの下を
通してください

（6）

ホルダー

記録紙

開閉ツマミ

記録紙差込み口


